




































描かせることが多いが、グラフをきれいなカラーにする訓練はしない。大学のアカデミズムはグラフを白黒で描かせる。学術雑誌がそうであるからである。昔はカラー印刷が高価なので白黒にした いまはカラーも安くなったが、そ でも白黒なのカラーにすると投稿者 趣味で配色がばらばらになり、学術誌として統一がなくなるから ある。だから大学はカラーの図を描く教育には熱心でない。グラフの色遣いは業界や社風によっても異 るか 、そこべば良い。
　
大学は広く応用が利く基本中の基
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な比較をすれば、その国の特徴が浮き彫りになる。そのような国際比較をするとき死者と死亡事故とは使うが、負傷者や事故数で比較することには慎重になる。それぞ の国で定義が違うこともあるし、なによりその統計の信頼性が違う。死者が出れば一応は調べるが、怪我で済むくらいの事故はうやむや す 事情やあとからもみ消す腐敗体質もある。さまざまな事情が懸念され 。　
国家権力の強い国なら、事故者を





械的に決め のはいかにも便宜的である。厚生統計は死因 まで踏み込んでの統計である。そのほうが正確ではあるが、事故 の分析 はあまり使われない　「負傷者数」は事故で負傷した人数である。負傷者は
30日以上の治療
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